
大田小学校いじめ防止基本方針  

令和４年４月  

はじめに  

 いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の

健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命または身体

に重大な危険を生じさせるおそれがあるものである。  

 そこで、学校、家庭、地域が連携して、いじめ問題を克服するために、国の「い

じめ防止対策推進法」「山口県いじめ防止基本方針」「美祢市いじめ防止基本方針」

をもとに「大田小学校いじめ防止基本方針」を定める。  

 

１  いじめの定義といじめ防止に対する基本的な考え方  

 (1) いじめの定義  

いじめとは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等

当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影

響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、

当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。  

                  （いじめ防止対策推進法  第２条）  

 (2) いじめに対する基本的な考え方  

 いじめは、「どの子ども・学級・学校にも起こりうるもの」という基本認識

のもと、すべての児童が安全かつ安心して学校生活を送ることができるよう

に、いじめのない学校・学級づくり（未然防止・早期発見）に全力で努める。  

いじめが起こった場合には、迅速かつ組織的に対応し、いじめ問題の解決に

向けて全力で取り組む。  

   け ん か や ふ ざ け 合 い で あ っ て も 、見 え な い と こ ろ で 被 害 が 発 生 し て  

  い る 場 合 も あ る た め 、背 景 に あ る 事 情 の 調 査 を 行 い 、児 童 の 感 じ る 被  

  害 性 に 着 目 し 、 い じ め に 該 当 す る か 否 か の 判 断 を す る 。  

「 い じ り 」と 言 わ れ る 行 為 に つ い て も 、い じ め と の 境 界 は 不 明 瞭 で

あ る た め 、見 え な い と こ ろ で 被 害 が 発 生 し て い る 可 能 性 も 十 分 に 考 慮

す る 必 要 が あ る 。そ の た め 、「 い じ り 」の 背 景 に あ る 事 情 の 調 査 を 行

い 、児 童 の 感 じ る 被 害 性 に 着 目 し 、い じ め に 該 当 す る か 否 か の 判 断 を

す る 。  

い じ め の 認 知 力 を 向 上 さ せ 、早 期 発 見 に つ な げ る た め 、い じ め を 次

の ３ つ の レ ベ ル に 分 類 す る 。  

【 レ ベ ル １ 】 日 常 的 衝 突 と し て の い じ め  

社 会 性 を 身 に 付 け る 途 上 に あ る 児 童 が 集 団 で 活 動 す る 場 合 、し ば し

ば 見 ら れ る 日 常 的 衝 突 の 中 で 、定 義 に 照 ら し 、い じ め と 認 知 す べ き も

の 。  

【 レ ベ ル ２ 】 教 育 課 題 と し て の い じ め  

児 童 間 ト ラ ブ ル が 、日 常 的 な 衝 突 を 超 え た 段 階 に ま で エ ス カ レ ー ト

し た も の で 、学 校 と し て 個 別 の 生 徒 指 導 体 制 を 構 築 し 、継 続 的 に 解 消

に 向 け た 取 組 を 進 め た り 、経 過 観 察 を し た り す る な ど の 組 織 的 対 応 を

と る 必 要 が あ る も の 。  

【 レ ベ ル ３ 】 重 大 事 態 及 び 重 大 事 態 に つ な が り か ね な い い じ め  

認 知 し た い じ め の う ち 、法 に 定 め る「 重 大 事 態 」に 該 当 す る 、又 は



い じ め に 起 因 し て 児 童 の 欠 席 が 続 い て い る な ど 、最 終 的 に「 重 大 事 態 」

に い た る 可 能 性 の あ る も の 。  

い じ め は 単 に 謝 罪 を も っ て 安 易 に 解 消 と す る こ と は で き な い 。「 解

消 し て い る 」状 態 と は 、少 な く と も 次 の ２ つ の 要 件 が 満 た さ れ て い る

必 要 が あ る 。た だ し 、こ れ ら の 要 件 が 満 た さ れ る 場 合 で あ っ て も 、必

要 に 応 じ 、 他 の 事 情 も 勘 案 し て 判 断 す る も の と す る 。  

①  い じ め に 係 る 行 為 の 解 消  

被 害 者 に 対 す る 心 理 的 又 は 物 理 的 な 影 響 を 与 え る 行 為 (イ ン タ ー

ネ ッ ト を 通 し て 行 わ れ る も の も 含 む )が 止 ん で い る 状 態 が 相 当 の

期 間 継 続 し て い る こ と 。こ の 相 当 の 期 間 と は 、少 な く と も ３ か 月

を 目 安 と す る 。た だ し 、い じ め の 被 害 の 重 大 性 等 か ら さ ら に 長 期

の 期 間 が 必 要 で あ る と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 こ の 目 安 に か か わ ら

ず 、学 校 の 設 置 者 又 は 学 校 い じ め 対 策 組 織 の 判 断 に よ り 、よ り 長

期 の 期 間 を 設 定 す る も の と す る 。  

②  被 害 児 童 が 心 身 の 苦 痛 を 感 じ て い な い こ と  

い じ め に 係 る 行 為 が 止 ん で い る か ど う か を 判 断 す る 時 点 (３ か 月

を 目 安 )に お い て 、 被 害 児 童 が い じ め の 行 為 に よ り 心 身 の 苦 痛 を

感 じ て い な い と 認 め ら れ る こ と 、被 害 児 童 本 人 及 び そ の 保 護 者 に

対 し 、心 身 の 苦 痛 を 感 じ て い な い か ど う か を 面 接 等 に よ り 確 認 す

る 。  

 

２  学校におけるいじめ防止等の対策のための組織  

 (1) いじめ対策委員会  

年２回開催し、いじめが起こった場合には、組織的かつ迅速・的確に対処す

るために臨時に開催する。  

校長、教頭、生徒指導主任、教育相談、養護教諭、学年担任、スクールカウ

ンセラー（SC）、必要に応じて PTA 会長・副会長、学校運営協議会委員、ス

クールソーシャルワーカー（SSW）等で構成する。  

 (２ )  児童理解の会  

毎週１回の連絡会に開催し、全教職員で配慮を要する児童について、現状や

指導方法についての情報交換及び共通理解を図る。  

 

３  具体的な取組  

 (1) いじめの未然防止  

  ①  学級経営の充実  

一人ひとりの子どもにとって、学級が「共に学び・共に生きる」場となるよ

うに、「絆づくり」と「居場所づくり」に努める。  

【児童自らが絆をつくる】  

  「絆づくり」とは、主体的に取り組む共同的な活動を通して、子ども自ら

「絆」を感じ取り、「絆」を紡いでいくことである。教職員に求められる

のはそのための「場づくり（場や機会の提供）」である。  

【教職員が居場所をつくる】  

 「居場所づくり」とは、子どもが安心できるとともに、自己存在感や充実

感を感じられる場所をつくりだすことである。すなわち、教職員が子ども

のためにそうした「場づくり」を進めることであり、子どもはそれを享受



する側になる。」  

（美祢市いじめ防止基本方針  より）  

大田小学校は、  

「すべてに『愛』を」テーマとし、高め愛（合い）、信頼し愛（合い）、

認め愛（合い）、励まし愛（合い）、支え愛（合い）、のある学級を教

師と児童が一体となって作り上げていく、「学級づくり」を教育活動の

基盤としてとらえ、以下のようなことに日々取り組んでいく。  

  ①  安 心 し て 活 動 で き る 学 級 ・ 学 校 づ く り  

○  一人ひとりのよさを認め合うことで、児童の自己肯定感や学級の支持的

風土を高める。  

○  いじめは、「相手の基本的人権を脅かす行為であり、人間として決して

許されるものではない」ことを指導し理解させる。  

○  話し合い活動やグループ活動を通して、互いに尊重し、よさを認め合い、

協力し合う仲間づくりを行う。  

  ②  「主体的・対話的で深い学び」による学力の定着  

      ○  「主体的・対話的で深い学び」を通して、児童一人ひとりの学習内容の

確実な定着を目指す。  

   ○「学ぶ楽しさ」や「学ぶ喜び」を実感させるとともに、基礎・基本の定着

を図り、学習意欲の向上を目指す。  

○  教師による適切な評価や児童相互の肯定的な評価を繰り返すことで、自

己有用感を高め、生き生きと学校生活を送ることができるようにする。  

○  児童の不適切な言動に対しては毅然とした態度で接することで、人間尊

重の意識を高める。  

③  道徳教育の充実  

○  道徳教育を通して、命の大切さや思いやりの心を育むとともに、規範意

識を高める。  

  ④  特色ある活動づくり  

○  にこにこ班での掃除や遊び、児童集会等を行うことで、人と人とのつな

がりを大切にする。  

○  地域の方と連携した行事やクラブ活動を通して、人との関わりを大切に

する心情を養う。  

  ⑤  家庭・地域とともにつくる学校づくり  

      ○  コミュニティ・スクールを積極的に活用して、地域・家庭と連携・協働

した、いじめ防止に向けての取り組みを実践する。  

○  授業参観や保護者懇談会の開催、学校・学年だよりによる広報活動等に

より、いじめ防止対策やいじめの実態、指導方針等についての情報提供を

行う。  

○  い じ め 防 止 の た め の 取 組 に 係 る 達 成 目 標 を 設 定 し 、 学 校 評 価 項

目 に 位 置 づ け 、 目 標 の 達 成 状 況 を 評 価 す る 。 評 価 結 果 を 踏 ま え 、

い じ め 防 止 の た め の 取 組 の 改 善 を 図 る 。  

※  い じ め 防 止 基 本 方 針 は 学 校 の ホ ー ム ペ ー ジ へ の 掲 載 等 の 方 法 に

よ り 、保 護 者 や 地 域 住 民 が 容 易 に 確 認 で き る よ う に す る と と も に 、

入 学 時 や 各 学 年 の 開 始 時 に 児 童 ・ 保 護 者 に 説 明 を す る 。  

 

 



 (2) いじめの早期発見  

  ①  日々の児童観察  

○  教職員が児童とともに過ごす機会を積極的に設けることを心がけ、いじ

めの早期発見を図る。  

○  朝の健康観察、休み時間や給食時間、放課後の児童の様子に目を配り、

児童理解に努める。  

  ②  きめ細かな情報収集と教育相談の実施  

○  日記により児童の行動や友人関係を把握したり、連絡帳等を活用して保

護者と密に連絡を取ったりして指導に生かす。  

○  「大田っ子アンケート」を週１回確実に実施し、結果を全教職員で共通

理解し、気になる児童については個別に話を聞く機会を設定する。  

○  先生とのおしゃべりタイムを学期に１回実施し、児童に対する理解を深

めたり、困り感や課題を把握したりすることで、今後の指導に生かすこと

ができるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  学期に１回、「大田っ子アンケート」を家庭で保護者とともに記入して

もらう。その際、児童の様子について保護者からの気付きを記入する欄を

設ける。このことにより、児童の様子を保護者にも知ってもらうとともに、

保護者の思いを知ることもできる。得た情報は、学校での指導や教育相談

に生かす。  

   ○  「心をつなぐ、１・２・３運動」（主として不登校対策）を確実に実施

し、児童の様子をつかむとともに保護者との信頼関係・連携体制を構築す

る。  

    

  

(3) いじめの早期対応  

  ①正確な実態把握  

○  当事者や周囲の児童から聴き取りを行い、必ず記録を取り、事実確認に

努める。  

○  必要に応じて保護者と連絡を取り、家庭での様子を聞いたり、学校での

様子を伝えたりする。  

  ②  指導体制・指導の方向性の決定  

○  いじめ対策委員会を開き、情報の共有化を図り、指導の方向性について

話し合い決定する。  

「大田っ子アンケート」の活用の仕方  

水曜日朝の会  「大田っ子アンケート」実施  

水曜日～金曜日までの間  

【「いじめ」と認知される事案がある場合】  

・担任が集計、教育相談（情報収集）→→教育相談係・生徒指導に報告→→  

管理職へ報告→→全教職員で情報共有→→「いじめ対策委員会」を招集し対応

を協議  

【「いじめ」と認知される事案がない場合】  

・担任が集計、教育相談（情報収集）→→集計表を教育相談係に提出→→管理職

へ報告→→全教職員で情報共有  

 



○  全教職員で共通理解を図り、組織で対応する。  

○  必要に応じて SC や SSW と連携を図り、効果的な対応方法について助言

を受ける。  

  ③  児童への支援・指導  

○  いじめられた児童の保護に努め、心配や不安を取り除く。  

○  いじめた児童に対して、相手の苦しみや痛みに思いを寄せる指導を十分

に行うとともに、「いじめは決して許される行為ではない」という人権意

識をもたせる。いじめた子の背景を把握し、その子の困り感等について配

慮し、指導する。  

○  表面的にはいじめが解消したように見えても、実際は陰でいじめが行わ

れていることもあるので、慎重に児童の行動を見守る。  

  ④  保護者との連携  

○  いじめられた児童の保護者には、事実を正確に伝え、学校としての対応

方法についてもていねいに説明する。  

○  いじめた児童の保護者には、事実とともに、学校と家庭とで連携して指

導することの必要性を伝え協力を得る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期対応の留意点  

○さ いあくのことを想定し  ○し んちょうに  ○す ばやく対応  

○せ いいを持って      ○そ しきで動く  

 

 (4) 重大事態への対処  

  ①  重大事態の定義  

○  いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な

被害が生じた疑いがあると認めるとき  

○  いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席するこ

いじめ初期対応の流れ   初期対応が重要  

【本人・保護者等からの訴えがあった場合】  

１日目（当日）  

教育相談係・生徒指導、管理職へ報告→→市教委へ速報連絡→→全教職員で  

情報共有→→緊急に「いじめ対策委員会」を開き、対応を協議→→児童（加  

害・被害）からの聴き取り、保護者連絡（家庭訪問等）  

２日目  

児童（加害・被害）への指導、ケア→→学級全体への指導→→保護者連絡（家  

庭訪問等）→→全教職員で情報共有  

【欠席が続き、その事由が「いじめ」であった場合】  

１日目  

電話連絡       「心をつなぐ、１・２・３運動」  

２日目  

家庭訪問  

３日目  

ケース会議を開く。欠席理由がいじめによるものと判断された場合は、      

「いじめ対策委員会」を立ち上げる。  



とを余儀なくされている疑いがあると認めるとき  

                  （いじめ防止対策推進法  第２８条） 

  生命、心身又は財産に重大な被害  とは  

◇  子どもが自殺を企図した場合   ◇  身体に重大な傷害を負った場合  

◇  金品等に重大な被害を被った場合  ◇  精神性の疾患を発症した場合  

 相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている  とは  

◇  不登校の定義を踏まえ、年間３０日を目安とするが、子どもが一定期間

連続して欠席しているような場合も、市教委又は学校の判断で重大事態と

認識する。  

※  連続欠席３日でケース会議を開く。欠席理由が重大事態と判断された場

合は、早急に「美祢市いじめ防止基本方針」の「重大事態への対応（ガイ

ドライン）」に基づいて調査・報告等を行う。  

②  重大事態への対処  

○  重大事態が発生した旨を、美祢市教育委員会に速やかに報告する。  

○  美祢市教育委員会との協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。  

○  上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施すると

ともに、関係諸機関との連携を適切に図る。  

○  上記調査結果については、いじめを受けた児童や保護者に対して、事実

関係やその他の必要な情報を適切に提供する。  

 

   ※  重大事態の調査の主体が学校の場合は、「美祢市いじめ防止基本方針」

の「重大事態への対応（ガイドライン）」に基づいて調査・報告等を行う。 

 

４  い じ め 防 止 に 向 け た 年 間 計 画  

活 動 内 容 に つ い て  

未 然 防 止 に 関 す る こ と … ①  早 期 発 見 に 関 す る こ と … ②  

早 期 対 応 に 関 す る こ と … ③  家 庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機 関 と の 連 携 に 関 す る こ と … ④  
月  活  動  内  容  備 考  

４  職 員 会 議 （ 児 童 理 解 の 会 ） ① ② ③  

学 級 開 き （ 学 級 ・ 個 人 で の 目 標 づ く り ） ①  

参 観 日 ・ 保 護 者 学 級 懇 談 会 ・ Ｐ Ｔ Ａ 総 会 ④  

家 庭 訪 問 ④  

縦 割 り 班 （ に こ に こ 班 ） 活 動 開 始 ①  

い じ め 防 止 基 本 方 針 の 見 直 し ① ② ③ ④  

 

５  運 動 会 ①  

 

 

６  人 権 参 観 日 ① ④  

第 1 回 先 生 と の お し ゃ べ り タ イ ム ① ② ③ ④  

「 大 田 っ 子 ア

ン ケ ー ト 」 を

家 庭 で 実 施  

７  学 期 末 保 護 者 個 人 懇 談 会 ④  

 

 

８  い じ め 問 題 に 関 す る 校 内 研 修 会 ① ② ③ ④   

９  第 ２ 回 先 生 と の お し ゃ べ り タ イ ム ① ② ③ ④  

ス マ ホ ・ ケ ー タ イ 安 全 教 室 ①  

 



１ ０  い じ め 防 止 根 絶 協 調 月 間 ① ④  

 

 

１ １  ふ る さ と の み な さ ん あ り が と う 集 会 ①  

い じ め 対 策 委 員 会 ① ② ③ ④  

「 大 田 っ 子 ア

ン ケ ー ト 」 を

家 庭 で 実 施  

１ ２  学 期 末 保 護 者 個 人 懇 談 会 ④  

 

 

１    

２  第 ３ 回 先 生 と の お し ゃ べ り タ イ ム ① ② ③ ④  

い じ め 対 策 委 員 会 ① ② ③ ④  

職 員 会 議 （ 反 省 と 新 年 度 に 向 け て ） ① ② ③ ④  

「 大 田 っ 子 ア

ン ケ ー ト 」 を

家 庭 で 実 施  

３    

通 年  「 大 田 っ 子 ア ン ケ ー ト 」 の 実 施 ① ② ③ ④  

児 童 理 解 の 会 ① ② ③ ④  

朝 の あ い さ つ 運 動 （ 「 み と う の 日 」 ） ① ② ④  

生 活 目 標 の 定 着 に 向 け た 取 組 ①  

Ｓ ・ Ｃ に よ る 授 業 参 観 等 の 実 施 （ 随 時 ） ① ② ③  

Ｓ ・ Ｃ に よ る 保 護 者 対 象 の 教 育 相 談 の 実 施 （ 月 ３ 回 程 度 ） ④  

授 業 研 究 会 の 公 開 （ ユ ニ ッ ト 型 研 修 ） ④  

読 み 聞 か せ の 実 施 （ 教 師 ・ 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア ） ① ④  

縦 割 り 班 （ に こ に こ 班 ） 活 動 ①  

一 斉 下 校 ① ④  

い じ め 対 策 委 員 会 （ 随 時 ） ① ② ③ ④  

 

 

５  重 点 的 に 取 り 組 む 内 容 と 取 組 目 標 （ チ ェ ッ ク リ ス ト ）  

未 然 防 止 に 関 す る こ と  

（ １ ） 児 童 の 主 体 的 な 参 画  

取 組 内 容  取  組  目  標  チ ェ ッ ク  

児 童 会 を 主 体 と し

た 活 動 の 推 進  

・運 営 委 員 会 が 主 体 と な り 、い じ め 防 止 を 呼 び

掛 け る 取 り 組 み を 企 画 ・ 実 行 す る 。  

・運 営 委 員 会 が 主 体 と な り 、あ い さ つ を 活 性 化

す る 取 り 組 み を 企 画 ・ 実 行 す る 。  

 

学 校 ・ 学 級 及 び 個

人 の い じ め 防 止 に

関 す る 取 り 組 み 目

標 の 設 定  

・い じ め 防 止 に 向 け て 自 分 た ち に で き る こ と に

つ い て 各 学 級 で 話 し 合 う 。  

・い じ め 防 止 に 関 わ る ス ロ ー ガ ン を 作 り 校 内 に

掲 示 す る 。  

 

 

（ ２ ） 児 童 に 対 す る 教 育 ・ 啓 発  

取 組 内 容  取  組  目  標  チ ェ ッ ク  

児 童 の 心 を 豊 か に

す る 教 育 の 推 進  

・朝 読 書 や 教 師・地 域 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 読 み

聞 か せ を 年 間 通 し て 実 施 す る 。  

・地 域 の 歴 史 や 自 然 に ふ れ る 活 動 を 実 施 し 、地

域 の よ さ を 実 感 さ せ る 。  

・教 師・保 護 者・地 域 が 連 携 し た あ い さ つ 運 動

 



を 展 開 し 、あ い さ つ を 通 し て 他 者 を 大 切 に し

よ う と す る 心 を 育 て る 。  

自 他 と も に 認 め あ

う 人 権 教 育 の 推 進  

・全 教 職 員 で 児 童 の 言 動 に 目 を 配 り 、適 切 な 言

動 が と れ る よ う に す る 。特 に 言 葉 遣 い に 気 を

つ け さ せ る 。 「 親 し き 仲 に も 礼 儀 あ り 」  

・人 権 教 育 参 観 日 に は 、全 学 級 で 人 権 教 育 に 関

わ る 授 業 を 実 施 、 公 開 す る 。  

 

い じ め 問 題 に 関 わ

る 、 児 童 の 解 決 力

を 育 む た め の 教 育

の 推 進  

・ 学 級 会 や 授 業 場 面 で の 話 し 合 い 活 動 を 通 し

て 、 自 発 的 ・ 自 治 的 な 能 力 を 高 め る 。  

・ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ を 発 達 段 階 に

応 じ て 取 り 入 れ 、自 己 コ ン ト ロ ー ル が で き る

よ う に す る 。  

 

専 門 家 に よ る い じ

め 問 題 や 人 権 教 育

に 関 わ る 授 業 の 実

施  

・教 育 講 演 会 や 道 徳 の 時 間 に ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ

ー の 話 を 聞 く こ と な ど を 通 し て 、 人 権 ・ い じ

め に 関 す る 学 習 機 会 を 増 や す 。  

 

児 童 の 存 在 や 意 見

が 大 切 に さ れ る 授

業 ・ 学 級 づ く り の

推 進  

・ 一人ひとりのよさを認め合う場を設け、児童の自

己肯定感や学級の支持的風土を高める。  

・話し合い活動やグループ活動を積極的に行い、互

いに尊重し、よさを認め合い、協力し合う仲間づ

くりを行う。  

 

い じ め 防 止 根 絶 強

調 月 間 に お け る 取

組  

・いじめは、「相手の基本的人権を脅かす行為であ

り、人間として決して許されるものではない」こ

とを繰り返し指導し理解させる。  

・い じ め 問 題 に 関 わ る 道 徳 授 業 を 実 施 し 、い じ

め は し な い 、 許 さ な い と い う 心 情 を 高 め る 。 

・掲 示 、校 内 放 送 、全 校 集 会 、朝・帰 り の 会 な

ど 様 々 な 場 で 強 調 月 間 で あ る こ と を 話 し 、意

識 づ け る 。  

 

思 い や り の 心 を 育

て る 異 学 年 交 流 の

推 進  

 

・縦 割 り 班 遊 び の 時 間 を 確 保 し 、教 師 の 支 援 の

も と 活 動 が 充 実 す る よ う 努 め る 。  

・異 学 年 交 流 授 業 を 実 施 す る と と も に 、休 憩 時

間 の 異 学 年 遊 び を 促 し 、心 の 交 流 が 深 ま る よ

う に す る 。  

 

ネ ッ ト 上 で の い じ

め を 含 め た 情 報 モ

ラ ル 教 育 の 推 進  

・パ ソ コ ン 使 用 時 の マ ナ ー 指 導 を 継 続 す る 。専

門 家 に よ る「 ス マ ホ・ケ ー タ イ 教 室 」を 参 観

日 に 行 い 、 保 護 者 の 啓 発 に も 努 め る 。  

 

 

（ ３ ） 教 員 に 対 す る 研 修 ・ 支 援 等  

取 組 内 容  取  組  目  標  チ ェ ッ ク  

い じ め 対 策 に 関 す

る 校 内 研 修 の 実 施

及 び い じ め 対 策 の

取 組 に 関 わ る 教 員

・生 徒 指 導 主 任（ い じ め 対 策 担 当 教 員 ）を 中 心

に 、全 教 職 員 が 情 報 を 共 有 し 、共 同 歩 調 で 児

童 の 見 守 り と 指 導 に あ た る と と も に 、問 題 発

生 の 際 は 役 割 分 担 の 上 、対 処 し て い け る 体 制

 



体 制 の 整 備  を 日 頃 か ら つ く っ て お く 。  

学 校 の い じ め 防 止

基 本 方 針 及 び い じ

め 対 策 担 当 教 員 の

周 知  

・年 度 末 に は 、当 該 年 度 の 取 組 を 反 省 し 、方 針

の 見 直 し を す る 。見 直 し た 方 針 に 従 っ て 新 年

度 の 取 組 を 始 め る 。  

・年 度 当 初 の 職 員 会 議 で 基 本 方 針 を 周 知 し 、で

き る だ け 早 く 体 制 を 整 え る 。  

 

学 校 独 自 の 取 組  ・毎 週 １ 回 の 連 絡 会 の 際 に 、児 童 に 関 す る 情 報

を 共 有 す る 場 を 設 け 、全 教 職 員 で 全 校 児 童 を

見 守 る 体 制 づ く り に 努 め る 。  

 

 

早 期 発 見 に 関 す る こ と  

（ １ ）  い じ め に 対 す る 情 報 収 集  

取 組 内 容  取  組  目  標  チ ェ ッ ク  

い じ め に 関 す る 定

期 的 な ア ン ケ ー ト

調 査 の 実 施  

・「 大 田 っ 子 ア ン ケ ー ト 」を 毎 週 実 施 し 、情 報

収 集 す る 。ま た 、学 期 に １ 回 は 家 庭 で こ の ア

ン ケ ー ト を 実 施 し 、児 童 の 様 子 を 知 っ て も ら

う と と も に 、 心 配 な こ と 等 を 把 握 す る 。  

 

い じ め に 関 す る 情

報 の 集 約 と 連 絡 ・

報 告 の 体 制  

・担 任 か ら 提 出 さ れ た 集 計 表 を と り ま と め 、管

理 職 に 提 出・報 告 す る 。ア ン ケ ー ト の 結 果 を

分 析 し 、管 理 職 と 相 談 の 上 、対 応 に つ い て の

指 示 を 出 す 。い じ め と 思 わ れ る 事 案 に つ い て

は 、 い じ め 対 策 委 員 会 を 立 ち 上 げ る 。  

 

校 内 外 で の 児 童 の

見 守 り 活 動  

・休 み 時 間 や 登 下 校 時 に い じ め が 発 生 す る こ と

が 多 い こ と か ら 、生 徒 指 導 担 当 を 中 心 に 休 み

時 間 に 校 地 内 の 見 回 り を す る 。下 校 指 導 に つ

い て は 担 任 を 中 心 に 実 施 す る 。  

 

教 育 相 談 の 実 施  ・ア ン ケ ー ト の 結 果 を も と に 、相 談 希 望 の 児 童

が い れ ば 、早 急 に 実 施 す る 。相 談 希 望 は な く

て も 、必 要 と 考 え ら れ る 児 童 に つ い て は 、教

育 相 談 を 行 う 。  

・Ｓ・Ｃ の 来 校 日 は 児 童 に 知 ら せ 、相 談 希 望 児

童 を Ｓ・Ｃ に つ な ぐ 。希 望 は な く て も 必 要 と

思 わ れ る 児 童 に つ い て は 、Ｓ・Ｃ か ら 声 か け

を し て も ら う な ど す る 。  

 

家 庭 と の 連 携  ・学 級 通 信 や 週 予 定 な ど に よ り 、学 校 で の 様 子

が 家 庭 に 伝 わ る よ う に す る 。  

・日 頃 か ら 電 話 や 連 絡 帳 で こ ま め に 家 庭 連 絡 を

し 信 頼 関 係 を 築 く よ う 努 め る 。特 に 、欠 席 の

場 合 は 必 ず 連 絡 を 取 り 、児 童 の 様 子 を 確 実 に

把 握 し て お く 。  

・家 庭 で の ネ ッ ト や ス マ ホ・ケ ー タ イ の 使 用 状

況 に つ い て も 懇 談 会 等 の 場 で 把 握 し て お き 、

折 に ふ れ て 安 全 な 使 い 方 に つ い て の 啓 発 を

行 う 。  

 



 

 

 

（ ２ ） い じ め に 関 す る 情 報 共 有  

取 組 内 容  取  組  目  標  チ ェ ッ ク  

い じ め 事 案 の 情 報

共 有 を 図 る た め の

「 児 童 理 解 の 会 」

の 開 催  

・放 課 後 の 職 員 連 絡 会 の 際 に も 、気 に な る 児 童

に つ い て の 情 報 共 有 を す る 。  

 

学 年 や 校 種 を 超 え

た 情 報 共 有 の 推 進  

・同 一 中 学 校 区 の 他 小 学 校 、中 学 校 、保 育 園 と

も こ ま め に 情 報 交 換 を し 、い じ め に つ な が る

と 思 わ れ る 情 報 は 早 く 収 集 で き る よ う に す

る 。  

 

 

い じ め へ の 対 応 に 関 す る こ と  

 

取 組 内 容  取  組  目  標  チ ェ ッ ク  

組 織 的 に い じ め 事

案 に 対 処 す る た め

の 「 い じ め 対 策 委

員 会 」 に お け る 対

応  

・聞 き 取 り や 解 決 に 向 け て の 対 応（ 進 め 方 、役

割 分 担 等 ）を あ ら か じ め 決 め て お き 、速 や か

に 対 応 で き る よ う に し て お く 。  

 

い じ め 事 案 の 解 決

に 向 け た 対 応  

・複 数 教 員 で 見 守 る 体 制 を 組 み い じ め を 受 け た

児 童 の 様 子 や 変 化 を 細 か く 見 取 り 支 援 す る 。 

・Ｓ・Ｃ な ど の 専 門 家 と 連 携 し 、心 の 回 復 支 援

に つ な げ る 。  

 

ネ ッ ト 上 で の い じ

め へ の 対 応  

・家 庭 と の 連 携・協 力 を 得 な が ら 、問 題 解 決 に

つ な げ る 。  

 

重 大 な い じ め 事 案

に 関 す る ア ン ケ ー

ト 調 査 の 実 施  

・関 係 機 関 と の 連 携・指 導 助 言 の も と で き る だ

け 速 や か に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い 、情 報 を 収

集 す る 。  

 

い じ め 事 案 が 生 じ

た と き の 保 護 者 へ

の 情 報 提 供  

・収 集 し た 情 報 を 分 析 し 、事 実 を 保 護 者 に 伝 え

る 。 指 導 内 容 と 共 に そ の 後 の 経 過 も 伝 え る 。 

 

 

 

 

 


